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働くということ ～「勤労」の意味～

校長 井之上 良一

去る２３日（月）
秋分の日に，澄み渡
る秋空の下，第７０
回土橋幼・小・中・
校区合同運動会が開
催され，子どもたち
や教職員の頑張り
と，保護者や地域の
皆様方の御支援，御
協力のおかげで成功
裡に終了することが
できました。保護者
や地域の皆様方には，運動会に向けての打ち合わせ会や愛校作業，台風対
応協議や当日の準備等でも多くのお力添えをいただきました。重ね重ね厚
くお礼を申し上げます。
さて，山本有三の有名な小説『路傍の石』の一節の中に次のような言葉

があります。

「働くってのは，はたをらくにしてやることさ。・・・
．． ．．

（中略）・・・ ああそうなんだよ。働くと，はたの人を
らくにしてやると，自分もきっとらくになるんだよ。」

この言葉は，主人公の愛川吾一（あいかわ ごいち）と同じ印刷所に勤
めていた老人が，彼を諭しながら語ったものです。若い時は，自分のため，
会社のため，周りの人のために骨身を惜しまず一心に働くことが大切であ
るということを教えたものです。この言葉さながらに，吾一は無心に仕事
に励み，やがて次々と仕事で認められていくことになります。
私たち教師は，教えた子どもたちが自分の夢や目標（希望する職業）を

実現できるかということと同じくらい，職業人としてしっかりと自分の務
めを果たしていけるかということに大きな関心があります。職業人として
成功してほしい，自分の良さや持ち味を発揮して豊かな人生を歩んでほし

運動会終了後に記念撮影

いと願うからにほかなりません。
実際，職業人として成功していくためには，職業に関する専門的な知識

や技術を理解し，身に付けることが必要になります。知識や技術を習得す
るためには基礎学力が不可欠であり，その意味で学校での勉強が極めて大
切であることは言うまでもありません。しかし，それだけで十分なのでは
なく，人間関係を築き，なおかつ信頼を得ていくための人間性も重要な意
味を持つものと思います。世間でよく，最後は「人間性だ」と言われるゆ
えんです。また，仕事を続けていくための健康や体力，精神力（忍耐強さ）
も必要不可欠なものです。さらに，よい仕事（人に喜ばれる仕事）をして
いくためには，仕事に臨む心の構えも必要となってきます。
少し意味合いが違うかもしれませんが，この仕事に対する構えみたいな

ものを勤労観と呼びたいと思います。前述の老人が吾一に伝えたかったこ
ともまさにこの勤労観と言えるものです。
私事で恐縮ですが，土建関係の仕事をしていた私の父は，「仕事は正直

に」という言葉と「仕事は段取り」という言葉が好きで，よく口にしてい
ました。家族だけでなく父と親交のあった方々は一度は耳にしたことのあ
る言葉です。
請け負う仕事の大部分を下請けが占めている状況下では，一回一回の現

場の仕事の評価は死活問題です。父がいつでも真剣勝負を強いられていた
ことを考えると，それなりの背景を持つ言葉でした。
父の始業はだいたい午前６時頃。従業員が来る前に現場に必要なものを

届けるためです。終業は早くても午後８時頃。従業員が引き上げた後に，
一人黙々と現場の片付けをしていたからです。（今の時代なら，明らかに
「働き方改革」に反しており，推奨できることではありませんが，）この
ように言行が一致している父の言葉でしたから，家族や従業員の頭の中に
心地よく染み込んできました。もちろん，人間，甘えや怠惰がありますか
ら，実際には父の言うようにはなかなかできないものです。真似ようと試
みても，半分の程もできないわけですが，言葉の中にある勤労観の一端は，
受け止めることができたように思います。
迂遠な話になりましたが，昨今は，家庭において親の働く姿を見せるこ

とが難しくなってきました。それだけに，学校の中で行われる日々の清掃
作業やボランティア活動，あるいは花苗の植え
付けといった勤労・奉仕の体験活動を大事にし
ていかなければならないと考えています。
そして，たとえ型にはめてでも黙々と額に汗

して働くことのできる子どもを育てたいと思っ
ています。そうした体験を積み重ねることで子
どもたちは価値ある職業観や勤労観を受け入れ
る素地を広くしていけると信じるからです。



第62回鹿児島県児童生徒作文コンクール
日置市審査会
特選 １年 さん
入選 ３年 さん

日置市理科に関する研究記録審査会
入選 ２年 さん

１年 さん

日 曜 10月の主な行事予定

１ 火 おひさまあいさつの日

生徒会立会演説会・選挙

９ 水 地区新人総体（～10日）

12 土 土曜授業

小中合同地域ふれあい活動

13 日 伊集院地域運動会

14 月 （祝）体育の日

15 火 南九州美術展巡回展示（～ 21日）
巡回文庫

16 水 中間テスト（～17日）

19 土 妙円寺詣り大行進

22 火 （祝）即位礼正殿の儀

24 木 生徒総会

27 日 小中合同妙円寺詣り遠行

29 火 巡回文庫

31 木 文化祭予行

11人全員が主役となって，一人
一人がきらりと輝いた運動会。全
力の走りや精一杯の演技は見てい
る人を感動させることができまし
た。そして，土橋ならではの保護
者や地域と一体になった競技では
一生懸命な中にも笑いがこぼれ，
思い出いっぱいの運動会となりま
した。みんなを引っ張って最後ま
で頑張ってくれた３年生は，今回
の運動会を通して立派に成長した
姿が見られました。


